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居場所の価値見える化調査 分析結果 
 

調査概要 

 
本調査は不登校児童生徒および不登校経験者にとっての居場所の価値および価値を見出
すプロセスを明らかにすることを目的として実施した。調査対象となる居場所は、NPO 法
人多様な学びプロジェクトのネットワークから、居場所の価値について語ることができる
不登校児童生徒および不登校経験者の紹介が可能な対象を選定した（図１）。以下の対象者
（図２）についてインタビューをおこない、得られたインタビューデータを対象に M-GTA
によって分析した。 
 

図１ 調査対象居場所 
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図２ インタビュー対象者 

 年齢・性別 
居場所との関わりと 

現在 
居場所利用までの経緯や居場所の利用頻度など 

利用者 A 10 代・男性 
居場所利用中/ 

フリーター 

小学校 4 年生冬から居場所の利用を開始。現在は週 2-3 回利用。高校

は通信制高校に通い（週 1-2 回）ながら居場所はほぼ毎日利用。利用

のきっかけは、不登校になり、保護者が見つけてきて利用することに

なった。他の居場所や公的な居場所の利用経験はない。 

利用者 B 20 代・女性 
居場所利用中/ 

アルバイト 

小学校 1 年生から学校の先生とうまくいかず、4 年生から不登校に。

小学校６年生の最後から居場所を毎日利用し、現在も週 2-3 日利用

中。中学校は１週間ほどで不登校になり、その後、高校には進学せ

ず、居場所の利用を継続。週４日でアルバイトをしていた時期（16

歳頃）は居場所をあまり利用していない。他の居場所は公的な居場所

の利用経験はない。 

利用者 C 20 代・女性 
居場所 OG/ 

大学生 

中学２年生から、いじめによる体調不良で不登校に。不登校時代は親

との仲もあまりよくなく、家でずっと寝ていた生活。高校は行く気力

がなかったものの、どこかに所属したほうがよいという学校の先生の

声かけで定時制高校に進学。その後、高校１年で退学。高校１年の春

（17-18 歳）くらいから、学校の先生が居場所主催の講演会の予約を

とってくれたことがきっかけで利用開始。利用から半年〜1 年は２〜

3 ヶ月に１度利用し、高校２年生からは週に 2〜3 日利用。他の居場

所は公的な居場所の利用経験はない。 

利用者 D 20 代・男性 居場所スタッフ 

中学校１年生の夏休み以降不登校に。母親からの声かけで、中学校２

年生の秋から利用。当時は週３日〜毎日利用。通信制高校在籍中も居

場所を利用。高校卒業後 18 歳から居場所スタッフとして現在まで働

いている。他の居場所は公的な居場所の利用経験はない。 

利用者 E 10 代・女性 居場所利用中 

中学校１年生の夏休み明けから不登校になり、同居の祖母の紹介で居

場所を利用するようになる。学校との関わりはほとんどない。居場所

は週３日、10:00/12:00-16:00 利用。利用歴 1 年弱。 

利用者 F 10 代・女性 居場所利用中 

小学校３年生から不登校傾向。何回か中学校に登校したが継続でき

ず、母親の勧めで中学校１年生の後半頃から居場所利用開始。小学校

4 年〜６年生の間は学校が関わる居場所も利用したが、学校の近隣で

あることやスタッフが学校関係者のような人だったことから利用しな

くなった。現在居場所は週 3 日、9:50-16:30 利用。利用歴約 1.5 年。 
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利用者 G 10 代・女性 
居場所利用中/ 

通信制高校生 

小学校３年から特別支援学級に通ったが、その後不登校となり家中心

の生活に。小学校４年生から５歳年上の兄が利用していたことから居

場所利用開始。中学校時代は２年ほど利用休止期間あり。現在は週３

日 10:30-16:30/17:00 利用。 

利用者 H 10 代・男性 居場所利用中 

小学校１年生の夏休みから不登校になり、小学校３年生から居場所利

用開始。居場所利用前は祖父母の家（元教師）で過ごす。現在居場所

利用７年目。利用時間は 10:00-17:00。学校との関わりはない。他の

居場所は公的な居場所の利用経験はない。 

利用者 I 10 代・女性 

居場所利用中/ 

アルバイト・高卒認定

試験に向けて勉強中 

小学校１年生から不登校にあり、小学校２年生から高校１年生まで利

用。中学校１年生で１学期ほど中学校に通学したが、その後は不登校

になり居場所利用を継続。居場所は毎日 10:00-17:00 で利用。高校進

学するも、退学し、現在アルバイトと高卒認定試験に向けて勉強中。 

利用者 J 10 代・女性 居場所利用中 

小学校２年生の夏休み明けくらいから不登校傾向。小学校３年生〜６

年生まで毎日居場所利用。学校には月１回程度定期的に通っていた。

親戚が居場所で勤務していたことがきっかけで利用開始。中学校１年

生の２学期までは学校に登校したが、３学期から居場所利用、中学校

２年４月〜６月は登校、それ以降居場所利用を継続。 

利用者 K 10 代・女性 居場所利用中 

小学校１年生から 3 年生までは、不登校傾向ではあったが保健室を基

地として登校。4 年生の時に保健室の先生が変わったことで完全に不

登校に。保健室登校をしていたが、保健室の先生が変わったことで完

全に不登校に。母親の友人の子ども（幼稚園の頃からの知り合い）が

居場所を利用していたことがきっかけで小学校６年生から利用開始

し、現在週３日利用中。 

利用者 L 20 代・男性 
居場所 OB/ 

大学生 

小学校１年生の６月頃から不登校傾向。小学校は週 3-4 日、調子がよ

ければ５日ほど登校していた。中学校１年生の後半からほぼ学校に行

かなくなり、不登校に。小学校の学童の友人が居場所を利用していた

ことがきっかけで、中学校 2 年生から高校卒業まで利用。 

利用者 M 20 代・女性 
居場所 OG/ 

社会人 

小学校 4 年の始めから同級生や先生からのいじめが原因で保健室登校

になり、4 年生後半から不登校に。母親がインターネットで居場所を

見つけ、小学校 5 年-6 年の２年間居場所を利用。利用は週 4 日

10:00-15:00。その後中学に進学。 
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分析結果 

 
M-GTA による分析の結果、26 の概念、10 のカテゴリーが生成され（表）、それらの関連
を「不登校経験者が感じる居場所の価値とその価値を見出すプロセス」として結果図（図）
に整理した。これらの概念、カテゴリーは 5 つのフェーズ（①居場所適応期、②自己の回復
と創造期、③自己成長期、④自己発展期、⑤社会適応・活躍期）に分けることができると考
えられた。以下では、生成された概念（＜＞で示す）、カテゴリー（【】で示す）を用いて、
ストーリーラインを記述する。 
 

不登校経験者の居場所の価値 生成概念リスト 

      

フェーズ カテゴリー 概念   

居場所つな

がり期 
1 つながりの醸成 

1 他者とのつながり 
同年齢・異年齢の他の利用者との関係が生ま

れ、友達や仲間の関係ができる 

2 
スタッフとのフラッ

トなつながり 

スタッフとどんなことでも話せる対等で友好な

関係ができる 

3 他者への信頼回復 
周りの子たちやスタッフ、大人を信じることが

できるようになる 

自己の回復

と創造期 
2 

エネルギーの回

復 

4 多様な人との出会い 

同じ不登校の利用者や障がいをもつ利用者、学

校の先生とは違うフラットに関われるスタッフ

などとの出会い 

5 自由さ 
やることもやらないことも自由、どんな自分で

いることも OK である自由さを感じる 

6 自己決定の支援 

やりたいことを諦めるのではなく、やりたいと

思うことをスタッフや仲間にサポートしてもら

える経験 

7 面白さ・楽しさ 

人を信じることができない、自己を否定してし

まう状態から、様々な活動や人にサポートして

もらう経験や何もしない時間などを通じて、何

かに取り組むことの楽しさや面白さを感じ、物

事を前向に捉えたり、取り組もうと思えるよう

になること 
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8 友達と過ごす時間 
趣味や話が合う、本当の自分を出しても大丈夫

だと思える友達に会えること 

3 存在の受容 

9 ありのままで大丈夫 
ありのままの自分を出しても、存在を否定され

ず、受け入れてもらえると感じること 

10 家のような安心感 

いつでも、どんな自分でも受け入れてもらえ

る、心の支えを得ることができる、戻ることが

できると感じられる 

4 自分を創る 

11 自己決定 

何をやるか、誰とやるか、やらないかを自分で

決めてできる、自分の好きなことを追求するこ

とができる 

12 自己表現 

受け止めてもらえないかもしれないという怖さ

を乗り越え、自分の考えや思いを言葉で伝えた

り、行動で表すなど自分らしさを表現すること 

自己成長期 

5 
多様な価値観の

獲得と受容 

13 多様な価値観の受容 

多様な人と出会う中で自分の物事や人、進路な

どに対する見方や考え方が多元化し、多様な価

値観や他者を受け入れることができるようにな

ること 

14 他者視点の獲得 
他の利用者やスタッフの立場から物事を見れる

ようになれること 

6 人間関係の学び 

15 人間の理解 

人に対する不信感を払拭し、人を表面的なこと

で判断することなく、その人の本質を理解でき

るようになること 

16 
コミュニケーション

力 

異なる年代、背景を持った人とコミュニケーシ

ョンをとることができること 

7 自分を信じる力 

17 自己の理解 
自分の強みや適性、何が好きなのか、自分らし

い生き方などを理解すること 

18 自己の肯定 

イベント、野外活動、宿泊活動、勉強など、自

分の安全地帯を超えた体験や成功体験などを経

て、今の自分を肯定的に受け止めること 

19 
生活習慣の回復・生

活スキルの獲得 

朝決まった時間に起きる、運動する、食事を作

るなどの生活習慣やスキルを獲得できること 

8 貢献意識 

20 他者への貢献意識 
居場所を利用する自分以外の利用者のために何

かをしたいという意識を持つこと 

21 居場所への貢献意識 
自分を支えてくれた居場所のために何かしたい

という意識を持つこと 
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自己発展期 9 自分軸の獲得 

22 自己充足 
日々、発見や刺激があり毎日に満足しているこ

と 

23 何があっても大丈夫 

どんなことが起きてもなんとかなるだろうとい

う未来や将来に対する楽観的な展望が持てるこ

と 

24 キャリア探索 
居場所で過ごした経験が進路や、自分の適性、

職業を考える機会になっていること 

社会適応 

・活躍期 
10 社会との接続 

25 
社会に出ていく自信

と不安 

応援やサポートしてくれる人の存在やこれまで

の成功体験から社会でやっていけるという自信

を持つい方で、対人関係などでまた失敗してし

まうのでは、規則正しい生活ができるかなどの

不安も同時に感じている 

26 

不登校経験のポジテ

ィブ/ネガティブな認

識 

不登校になったからこそ今の自分があると不登

校経験をボジティブに考えられる場合と、もっ

とがんばれたのではなかったかという自己否定

や不登校だったことへの引け目の気持ちが残っ

ている場合がある 
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図 全体の関連図 

 
 

 
なお、居場所の価値をより理解するために、インタビューで語られた「居場所に接続する
前の状態および居場所に接続した初期の状態」を以下に示す。 

 
 
居場所に接続する以前は、学校生活になんとか適応するために、親や大人に気を遣い思っ
ていることを言えないなど「他者軸で行動する」、「自分を隠す」、「学校に行かなくてはいけ
ない」など強度のプレッシャーを感じていたことが語られた。学校は、「怖い場所」、「強制
的に連れていかれる場所」になり、その結果、心身の状態は悪化し、「今の自分では受け止
めてもらえない不安」、「学校にいけないことへの自己否定」、「もう少しがんばれるのではな
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いかという自責の念」、「日中家で過ごしていることへの罪悪感」を強く感じていたことが語
られた。 
居場所に接続した初期は、「学校に登校しなくてはならないプレッシャー」からは解放され、
「学校に行けなくてもどこかに接続できている安心感」、「学校に行けていないのは自分だ
けではないという安心感」を感じていた。一方で、「またいじめられるかもしれない」、「受
け入れられないかもしれない」、「怖い場所かもしれない」という感覚があることが語られた。
また、「勉強しなくてはいけない」という意識もあるほか、居場所は学校とは異なる場所で
あるにもかかわらず、これまでの傷いた経験から居場所に行くためにも勇気と元気が必要
な状態であった。 
 

ストーリーライン 

① 居場所つながり 
 居場所で過ごす時間の中で、不登校経験者（以下、「利用者」と記載）は同年齢や異年齢
の利用者など＜他者とのつながり＞やどんなことも気楽に話せる＜スタッフとのフラット
なつながり＞を持つようになる。彼らとただ一緒に過ごす時間や活動を共にする中で＜他
者への信頼を回復＞し、居場所の中に【つながりの醸成】がなされ、居場所への適応が進ん
でいく。 
 
② 自己の回復と創造期 
居場所の様々な活動などを通じて多様な個性を持つ利用者居場所の卒業生、スタッフ、外
部の人々など＜多様な人との出会い＞が生まれる。居場所では、やることもやらないこと
も自由、どんな自分でいることも OK である＜自由さ＞や他者の顔色を気にしてやりたい
ことを諦めるのではなく、やりたいと思うことをスタッフや他の利用者にサポートしても
らえる＜自己決定の支援＞を受ける経験を得る。様々な活動、サポートしてもらう経験、
なにもしない時間、ただ＜友達と過ごす時間＞を通じて、居場所で過ごす＜面白さ・楽し
さ＞を感じ、物事を前向きに捉えたり、何かに取り組んだりしてみようとする【エネルギ
ーの回復】がなされる。 
自分の【エネルギーの回復】が進む中で、居場所では、ありのままの自分を出しても、存
在を否定されず受け入れてもらえるという＜ありのままで大丈夫＞な感覚や＜家のよう
な安心感＞を感じられることで、自分自身の【存在の受容】ができるようになる。 
自分が自分自身を肯定的に受け入れながら、居場所で何をやるか、誰とやるか、やらない
かなど＜自己決定＞の機会や自分の考えや思いを＜自己表現＞する機会を積み重ね、徐々
に【自分を創る】経験と時間を積み重ねていく。 
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③ 自己成長期 
 多様な人との出会いや活動を共にすることで、物事や人に対する見方や価値観が多元化
し、＜多様な価値観を受容＞していくと同時に、他の利用者やスタッフの立場から物事を
捉えることができるようになる＜他者視点の獲得＞をし、【多様な価値観の獲得と受容】が
進んでいく。また、人と関わる経験を通じて、人に対する不信感を払拭し、その人の本質
を理解できるような＜人間の理解＞や多様な人との＜コミュニケーション力＞など【人間
関係の学び】を得る。 
 他者からの学びだけでなく、自分の強みや適性、自分らしい生き方など＜自己の理解＞
や居場所の様々なイベント、野外活動、宿泊活動、勉強など何かに挑戦する経験や成功体
験を経て＜自己の肯定＞が進んでいく。学びや自己への信頼が得られるようになるだけで
なく、朝決まった時間に起きる、運動をするなどの＜生活習慣の回復・生活スキルの獲得
＞もできるようになり、普通の人ができることができるようになったことも含め【自分を
信じる力】が高まっていく。 
 居場所で過ごす期間が長期にわたると、徐々に居場所を利用する他者のために何かをし
たいという＜他者への貢献意識＞や自分を支えてくれた居場所のために何かしたいとい
う＜居場所への貢献意識＞を持つようになる。 
 
④ 自己発展期 
自己の回復と創造や成長が育まれる中で、居場所での生活に発見や刺激があり、毎日に満
足している＜自己充足＞の状態が続くと、どんなことが起きてもなんとかなるだろう、自
分は大丈夫だろうという未来や自分に対する＜何があっても大丈夫＞という感覚が生ま
れる。居場所での経験や出会いが進路や職業など＜キャリア探索機会＞にもつながる中で、
他者の評価ではなく「自分がどうしたいか」を基準に考えることができるような【自分軸
の獲得】が進む。 
 
⑤ 社会適応・活躍期 

 自分をサポートしてくれる人の存在やこれまでの成功体験から＜社会に出ていく自信＞
を持つ一方で、対人関係などでまた失敗してしまうのではないか、規則正しい生活ができな
いのではないかという＜社会に出ていく不安＞も同時に感じている。不登校になったから
こそ今の自分があるという＜不登校経験のボジティブな認識＞と、もっとがんばれたので
はなかったかという自己否定や不登校だったことへの引け目の気持ちなど＜不登校経験の
ネガティブな認識＞を持った状態で【社会への接続】を進めていく。
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保護者へのインタビュー 

調査対象の居場所を利用する保護者 4 名に対し、居場所利用の経緯、利用状況、利用して 
よかったこと、改善点、自分自身の変化などについて半構造化インタビューを行った。保
護者の属性は以下の通り。 
 

インタビュー対象者（保護者）属性 
 

保護者 A 
お子さんは中学 3 年生相当年齢の男子。小学校 1 年の 5 月くらいから不登校傾向
になり、小学校 2 年 9 月から利用開始。 

保護者 B 
お子さんは中学３年生相当年齢の男子。小学校 3 年生から学校に行けない時期が
あり、支援級に通級。中学も支援級に通級したが、中学１年生から不登校。中学
１年の終わりから利用開始。利用頻度は毎日 9:30-15:00。 

保護者 C 
お子さんは 16 歳の女子。小学校 2 年生から不登校傾向。小学 4 年で不登校にな
り、家庭で過ごしたのち、小学 5 年春から利用開始。中学は週 1-2 日、参加した
い活動にのみ参加。 

保護者 D 

お子さんは通信制高校 3 年の男子。1 歳-小学１年生まで海外。小学 1 年生-4 年
生まで都内公立学校。小学 5 年から関東の市立小学校。小学校 6 年から不登校に
なり利用開始。私立中学に進学後、中学 1 年 11 月に退学。中学 2-3 年は家庭で
過ごし、その後通信制中学利用後、再度居場所利用開始。私立高校進学後、なじ
めず、高校 1 年年末に退学。高校 2 年から通信制高校に在籍。  
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1. 保護者からみた「居場所接続前の子どもたちの状態」 
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2. 保護者からみた「子ども・保護者にとっての居場所の価値」 
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3. 保護者からみた「保護者や不登校に関わる課題・行政への要望」 
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スタッフへのインタビュー 

調査対象の居場所（4 ヶ所）に勤務するスタッフ５名に対して、居場所の活動内容、提供
サービス、どのような経験を経てスタッフとして仕事をするようになったか、スタッフとし
ての仕事内容などについて半構造化インタビューを行った。 
 インタビューデータから、1.居場所スタッフの関わり、2.居場所の抱える課題、3.居場所
と学校の連携における課題と成果を整理した。1.居場所スタッフの関わりについては、利用
者の価値実感のフェーズに対応させる形で整理した。しかし、スタッフの関わりは居場所の
価値実感のフェーズに限定されるものではなく、スタッフは利用者一人ひとりの成長に合
わせて必要な関わりをしており、フェーズにおける必須事項のようなチェックリストでは
ないことを留意いただきたい。 
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4. 利用者の居場所の価値実感に対応する「居場所スタッフの関わり」 
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5. 居場所の抱える課題 
 

 
 
6. 居場所と学校の連携における課題と成果 
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